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序　専修大学法学研究所紀要第42号『公法の諸問題IX』を刊行するにあたり、
まずは、お忙しいなか、いずれ劣らぬ力作を投稿して下さった石村修、平田
和一、棟居快行、家永登の各所員および高木康一、戸波美代の両客員所員の
ご貢献に心より御礼を申し上げたい。併せて、今号の編集担当を務めていた
だいた二本柳高信所員のご尽力にも、この場を借りて、厚く御礼申し上げる。
　本年度の研究所の活動としては、過去二年間にわたり計六回を数えた「法
律学と政治学の最
フロント・ライン
前線」という公開講座の経験を活かし、新たに「現場から
の法律学・政治学」と題した公開講座をスタートさせた。法律学も政治学も
その学問的営為の中で、常にその対象とする「現場」との対峙を余儀なくさ
れる。われわれの学問的な研究が、生々しい現実を「現場」から突き付けら
れ認識を改めざるを得なくなることもあれば、逆に、われわれの歴史的・体
系的に積み上げた認識枠組が、「現場」の考えに多少なりとも影響を与える
こともありうる。
　本年度の公開講座では、国際法・国際政治（日本の領域警備）、刑事法・
刑事政策（少年補導）、地域行政（児童虐待）という三つの分野・問題につき、
それぞれ「現場」の第一線で活躍されている実務家をお招きし、各問題を専
門的に研究している本研究所の所員との対話を通じて、問題の所在を確認し
解決への糸口を模索することを試みた。この公開講座は、次年度以降も二年
間にわたり計六回の開催を予定している。
　1967年に設立された本研究所は、来年度に創立50周年という節目の年を迎
える。これを機に、諸先輩方が築き上げられてきた研究所の活動の歴史を振
り返り、将来の研究活動の一層の飛躍へとつながるような企画として、現時
点では、OBの先生方を囲む座談会や過去の活動記録をまとめた出版物の発
行を検討している。各所員の斬新なアイデアがあれば、いつでも歓迎申し上
げる。
　最後に、本年度をもって専修大学を定年退職される石村修所員の長年にわ
たる本研究所へのご貢献に心より感謝の意を表するとともに、石村先生に
は、引き続き本研究所の活動にご支援・ご協力いただくことをお願いした
い。また、2010年以来本研究所の所員としてご活躍いただいた小野寺忍所員
が、本年11月24日、67歳で永眠された。小野寺所員の早すぎるご逝去を悼み、
心より哀悼の意を捧げたい。
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